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本書が対象としているのは，消
費者の脳です。マーケティングと
は，人びとが価値を感じるものを
生み出し，伝達し，届けていくた
めの活動のことで，近年，神経科
学を基盤とした手法（EEG，MEG，

fMRIなど）を活用することにより，
消費者やその行動を理解しようと
いう試みが活発に行われるように
なりました。
これをニューロマーケティング
と呼んでいて，本書はこの分野の
基本的な考え方から今後の展望ま
で丁寧かつ冷静に論じています。
本書の第 1部では，意思決定の

神経科学が多くの研究領域から注
目を集めている現状，ニューロ
マーケティングの概略，本書の理
論的枠組みであるダマシオのソマ
ティックマーカー仮説について解
説しています。
第 2 部では私たちがものごと

をどのように考え，解釈するかに
ついて，脳の仕組みとともに説明
し，脳の測定法，特にマーケティ
ングの分野で有用と考えられる視
線追跡や脳波測定について事例を
交えて紹介しています。そして，
こうした手法がマーケティングに
最も価値をもたらす場面はどこ
か，既存のマーケティング手法と

どう組み合わせるかを提示してい
ます。
第 3部では，神経科学に対する

一般社会の期待を逆手に取った，
それが絶対であるかのようなセン
セーショナルな主張を金儲けの道
具とする人々が存在する現状か
ら，そうした利己的な行為が
ニューロマーケティングへの誤解
を生む，と警鐘を鳴らしています。
一転して第 4部では，ニューロ
マーケティングの優れた事例とし
て，リード・モンタギューのペプ
シチャレンジを紹介し，マーケ
ティングと神経科学の融合が持つ
可能性について論じています。
第 5部では，注意（広告にとって

は重要な問題です），ブランドとソー
マ，セグメンテーション，広告予
算といった，マーケティングの研
究者や実務者の関心事項において
著者の経験から得た示唆を与え，
最後の第 6 部でニューロマーケ
ティングの未来に対する期待を述
べて，締めくくっています。
これまでマーケティングの研究
者や実践者は，年齢や性別などの
デモグラフィックな属性や，価値
観やライフスタイルといったサイ
コグラフィックな属性などを用い
て消費者を分類し，アンケートや

インタビュー，観察等の調査を通
じてデータを集積し，理論を構築
することで，消費者の意思決定や
行動についての理解を深めてきま
した。著者はさらなる理解に神経
科学の手法を活用することの意味
合いを説くと同時に，こうした蓄
積を神経科学の研究者に提供する
ことで，新たなリサーチクエス
チョンが生じ，意思決定に関する
神経科学の知見も深まるのではな
いかと述べています。
本書は，主としてマーケティン

グの研究者や実践者向けの本と
なっており，神経科学の研究者の
皆様がマーケティング側の知見に
ついて興味を持たれた場合には，
消費者行動論という分野の書籍等
を参照することをお勧めします。
ニューロマーケティングという

新しい分野の理解に，分野横断型
研究のヒントに，そして消費者と
して不要なものを買ってしまうこ
とがないように，本書を手に取っ
ていただければと思います。
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